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別表第1（第4条第1項関係）

◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

2 平和科目 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

8
人文社会科学系科目群，自
然科学系科目群からそれぞ
れ４単位以上　（注５）

2 選択必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1

コミュニケーション基礎Ⅱ 1

コミュニケーションⅠＡ 1

コミュニケーションⅠＢ 1

コミュニケーションⅡＡ 1

コミュニケーションⅡＢ 1

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語II 1 ○

情報・データ科学入門 2 ◎

ゼロからはじめるプログラミン
グ

2 ◎

2 1又は2 選択必修

微分積分通論（注4） 2 ○

数学演習Ⅰ（注4） 1 ○

数学演習Ⅱ（注4） 1 ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

38

注１：履修年次に記載の◎，○のターム又はセメスターで単位を修得できなかった場合は，これ以降のターム又はセメスターで受講できる。なお，授業科目



◎ 必　　修
○ 選択必修
△ 自由選択

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

離散数学I 2 4

離散数学II 2 4

プログラミングⅠ 2

プログラミングⅡ 2

プログラミングⅢ 2

プログラミングⅣ 2

オートマトンと言語理論 2 4

ディジタル回路設計 2 4

プログラミング言語 2 4

アルゴリズムとデータ構造 2 4

確率論基礎 2 4

推測統計学 2 4

線形モデル 2 4

統計的検定 2 4

確率モデリング 2 4

数値計算 2 4

数理計画法 2 4

システム最適化 2 4

数理解析 2 4

多変量解析 2 4

カテゴリカル・データ分析（CDA） 2 4

プログラムが動く仕組み 2 4

オペレーティングシステム 2 4

データベース 2 4

情報理論 2 4

実用英語Ⅰ 1 4

実用英語Ⅱ 1 4

情報科学演習Ⅰ 1 3

情報科学演習Ⅱ 1 3

情報科学演習Ⅲ 1 3

情報科学演習Ⅳ 1 3

ソフトウェア工学 2 4

計算理論 2 4

画像処理 2 4

ビジュアルコンピューティング 2 4

人工知能と機械学習 2 4

計算機ネットワーク 2 4

ヒューマンコンピュータインタラクション 2 4

並列分散処理 2 集中

ソフトウェアマネジメント 2 集中

自然言語処理 2 4

情報社会とセキュリティ 2 4

デジタル信号処理 2 4

データマイニング 2 4

サーベイ・デザイン 2 4

ノンパラメトリック解析 2 4

ビッグデータ 2 4

行動計量学 2 4

計量経済学 2 4

時系列分析 2 4

生物・医療統計 2 4

確率過程論 2 4

ファイナンス工学 2 4

計算機科学セミナーⅠ 1 4

計算機科学セミナーⅡ 1 4

データ科学セミナーⅠ 1 4

データ科学セミナーⅡ 1 4

知能科学セミナーⅠ 1 4

知能科学セミナーⅡ 1 4

卒業論文 3

情報処理と産業 2 4

データ科学とマネジメント 2 4

情報科学の最前線 2 4

プロジェクト研究 2 4

長期フィールドワークⅠ 3

長期フィールドワークⅡ 3

※　実践履修モデルを履修する学生は，卒業論文の代わりに長期フィールドワークⅠ・Ⅱを必修とする。

6

実
践
・
実
務
科
目

〇 〇 〇

〇 〇

集中

◎ ◎ ◎ 集中

◎ ◎ ◎

〇

〇 〇 〇

〇 〇

◎

◎

◎

◎

〇

◎ ◎ ◎

◎

◎

△ ○ △

△ ○ △

△ ○ △

△ ○ △

△ ○ △

△ ○ △

△ ○ △

△ ○ 〇

△ ○ 〇

△ ○ △

〇 △ 〇

〇 △ 〇

〇 △ △

〇 △ 〇

〇 △ 〇

〇 △ △

〇 ○ 〇

〇 △ 〇

〇 △ 〇

〇 △ 〇

〇 ○ 〇

〇 △ △

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

○ △ 〇

○ △ 〇

○ △ 〇

○ △ 〇

△ ○ 〇

△ ○ △

○ ○ 〇

○ ○ 〇

○ ○ 〇

○ ○ 〇

◎

△ ○ △

△ ◎ ◎

△ ◎ 〇

2

◎ ◎ ◎

第１年次

3

◎ △ 〇

2

◎ ◎ ◎ 2

◎ ◎ ◎

専
門
科



知能科学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)

C1. 人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社
会情勢や文化等によって多様に解釈できることを理解した
上で，その問題解決に向けた取り組みができる知識と能
力．

人類・社会・個人の様々な問題と多様性を十分に理解し，
その問題を解決するための十分な知識がある．

人類・社会・個人の様々な問題と多様性を標準程度に理解
し，その問題を解決するための標準的な知識がある．

人類・社会・個人の様々な問題と多様性を最低限程度に理
解し，その問題を解決するための最低限の知識がある．

(2)
D1. 人間が持つ高度な知能とその計算機による実現につ
いての体系的な深い理解．

人間が持つ高度な知能とその計算機による実現について



評価項目と授業科目との関係

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 大学教育入門 2 1年-1T 100 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 1年-1T 25 1 25 1 25 1 25 1 100

教養教育科目 平和科目 2 1年-2T 100 1





別紙４
知能科学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(1T)大学教育入門（◎） （1T）情報処理と産業（〇） （3T）データ科学とマネジメント（〇） （1T）情報科学の最前線（〇）

(1T)教養ゼミ（◎） （2T）プロジェクト研究（〇）

(1T)領域科目（〇）

(1T)健康スポーツ科目（〇）

(2T)平和科目（〇）

(1T)推測統計学（◎） (3T)多変量解析（〇） (1T)データマイニング（〇） (3T)人工知能と機械学習（〇） (1T)知能科学セミナーI（◎）

(2T)線形モデル（◎） (4T)データベース（〇） (2T)自然言語処理（〇） (2T)知能科学セミナーII（◎）
(1T)オートマトンと言語理論（〇） (1T)計算理論（△）

(1T)情報理論（〇）

(2T)統計的検定（〇）

(2T)数理解析（〇）

(1T)微分積分通論（〇） (3T)微分積分学Ⅱ（◎） プログラミングⅢ（◎） プログラミングⅣ（◎） (1T)情報科学演習I（◎） (3T)情報科学演習III（◎）

(1T)教養ゼミ（◎） (3T)線形代数学Ⅱ（◎） (1T)オートマトンと言語理論（〇） (3T)ディジタル回路設計（〇） (2T)情報科学演習II（◎） (4T)情報科学演習IV（◎）

(2T)微分積分学Ⅰ（◎） (3T)数学演習Ⅰ（〇） (1T)推測統計学（◎） (3T)アルゴリズムとデータ構造（◎） (1T)データマイニング（〇） (4T)ビッグデータ（〇）

(1T)線形代数学Ⅰ（◎） (4T)数学演習Ⅱ（〇） (2T)統計的検定（〇） (4T)プログラミング言語（〇） (1T)計算理論（△） (4T)計算機ネットワーク（〇）

(2T)情報・データ科学入門 （◎）(3T)ゼロからはじめるプログラミング（◎） (2T)線形モデル（◎） (2T)ノンパラメトリック解析（△）

(2T)離散数学I（◎） (3T)離散数学II（◎） (2T)数理解析（〇） (1T)行動計量学（△）

プログラミングⅠ（◎） プログラミングⅡ（◎）

(4T)確率論基礎（◎）

(1T)微分積分通論（〇） (3T)微分積分学Ⅱ（◎） プログラミングⅢ（◎） プログラミングⅣ（◎） (1T)情報科学演習I（◎） (3T)情報科学演習III（◎）

(1T)教養ゼミ（◎） (3T)線形代数学Ⅱ（◎） (1T)オートマトンと言語理論（〇） (3T)ディジタル回路設計（〇） (2T)情報科学演習II（◎） (4T)情報科学演習IV（◎）

(2T)微分積分学Ⅰ（◎） (3T)数学演習Ⅰ（〇） (1T)推測統計学（◎） (3T)アルゴリズムとデータ構造（◎）

(1T)線形代数学Ⅰ（◎） (4T)数学演習Ⅱ（〇） (2T)統計的検定（〇） (4T)プログラミング言語（〇）

(2T)情報・データ科学入門 （◎）(3T)ゼロからはじめるプログラミング（◎） (2T)線形モデル（◎）

(2T)離散数学I（◎） (3T)離散数学II（◎）

プログラミングⅠ（◎） プログラミングⅡ（◎）

(4T)確率論基礎（◎）

(3T)ディジタル回路設計（〇） (1T)情報科学演習I（◎） (3T)ビジュアルコンピューティング（〇） (1T)知能科学セミナーI（◎）
(3T)オペレーティングシステム（〇） (2T)情報科学演習II（◎） (3T)人工知能と機械学習（〇） (2T)知能科学セミナーII（◎）

(4T)プログラミング言語（〇） (2T)画像処理（〇） (3T)ヒューマンコンピュータインタラクション（〇）

(4T)プログラムが動く仕組み（〇） (2T)自然言語処理（〇） (4T)計算機ネットワーク（〇）

(4T)確率モデリング（△） (1T)デジタル信号処理（〇） (3T)時系列分析（△）

(3T)並列分散処理（△）

コミュニケーション基礎Ⅰ（◎） コミュニケーション基礎Ⅱ（◎） (1T)実用英語Ⅰ（◎） (3T)実用英語Ⅱ（◎） 卒業論文（◎）

コミュニケーションⅠＡ（◎） コミュニケーションⅡＡ（◎）

コミュニケーションⅠＢ（◎） コミュニケーションⅡＢ（◎）

ベーシック外国語Ⅰ（〇）

ベーシック外国語Ⅱ（〇）

(1T)数理計画法（〇） (3T)アルゴリズムとデータ構造（◎） (2T)情報社会とセキュリティ（〇） (3T)情報科学演習III（◎） (1T)知能科学セミナーI（◎）
(2T)カテゴリカル・データ分析（CDA）（△） (3T)システム最適化（〇） (2T)計量経済学（△） (4T)情報科学演習IV（◎） (2T)知能科学セミナーII（◎）

(4T)数値計算（〇） (2T)ソフトウェアマネジメント（△） (4T)ビッグデータ（〇）

(1T)サーベイ・デザイン（△） (4T)確率過程論（△）

(2T)ソフトウェア工学（〇） (4T)ファイナンス工学（△）

(4T)生物・医療統計（△）

(1T)教養ゼミ（◎） 長期フィールドワークI（◎） 卒業論文（◎）

長期フィールドワークII（◎）

教養科目 専門科目 卒業論文 実践・実務科目

２年 ３年 ４年

評価項目

知
識
・
理
解

(1) C1. 人類や社会そして個人に存在する様々な
問題が，社会情勢や文化等によって多様に解釈で
きることを理解した上で，その問題解決に向けた取
り組みができる知識と能力．

(2) D1. 人間が持つ高度な知能とその計算機による
実現についての体系的な深い理解．

学習の成果 １年

総
合
的
な
力

(1) C2. 研究遂行に必要な，英語に関する英会話，
リーディング，およびライティング能力，明解な口頭
発表を行うためのプレゼンテーション能力，闊達な
議論を可能とするドキュメンテーション能力，コミュ
ニケーション能力．

(4) E. 実際的な問題・課題を分析し，社会の要請に
合致した合理的な解決策を導き出すため創造的・
論理的思考力や，この解決策を実現する能力．

能
力
・
技
能

(1) A. 情報基盤の開発技術，情報処理技術，デー
タを分析して新しい付加価値を生む技術．

(2) B. 新たな課題を自ら発見し，データに基づいた
定量的かつ論理的な思考と，多角的視野と高度な
情報処理・分析により，課題を解決する能力．

(3) D2. 人工知能やIoTなどの応用や発展に寄与で
きる情報処理能力やデータ分析能力．

(2) D3. 複合的に絡み合う社会的ニーズや課題を
俯瞰的に捉え，知能科学の幅広い知識に基づいた
多角的視野と分析能力で課題を解決する能力．
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